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緒
言

東
大
寺
龍
蔵
院
橋
本
家
文
庫
（
以
下
「
橋
本
家
文
庫
」
と
す
る
）
は
、

龍
蔵
院
橋
本
家
に
伝
わ
る
古
典
籍
類
で
あ
る
。
蔵
書
数
二
三
一
部
・
四
七

六
冊
が
現
存
す
る
。
主
に
近
世
以
降
の
古
文
書
や
古
典
籍
で
あ
り
、
仏
教

書
が
約
七
割
を
占
め
、
他
に
国
史
・
国
文
・
漢
籍
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
江
戸
中
期
か
ら
明
治
期
に
わ
た
る
僧
侶
の
学
問
動
向
が
う
か
が

え
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

橋
本
家
が
東
大
寺
に
入
山
し
た
の
は
明
治
中
期
で
あ
る
。
浄
土
宗
西
山

派
の
奈
良
教
区
長
で
あ
っ
た
橋
本
辨
準
師
（
一
八
五
八
～
一
九
二
六
）
が

浄
土
宗
西
山
派
か
ら
華
厳
宗
東
大
寺
に
転
宗
し
、
室
僧
と
し
て
僧
籍
を
東

大
寺
に
移
行
し
た（
１
）。

そ
れ
以
前
は
京
都
で
居
住
し
、
奈
良
市
紀
寺
町
の
超

願
寺
に
転
居
し
た
と
い
う
。
後
嗣
は
故
橋
本
聖
準
師
（
一
九
〇
二
～
一
九

九
四
）
で
あ
る
。
聖
準
師
は
東
大
寺
第
一
九
四
世
別
当
で
あ
っ
た
筒
井
寛

聖
師
の
徒
弟
と
し
て
入
門
し
、
明
治
初
年
以
降
よ
り
廃
院
で
あ
っ
た
東
大

東
大
寺
龍
蔵
院
橋
本
家
文
庫
に
つ
い
て

〔
資
料
紹
介
〕

有
働
智
奘
、
上
島
亮
平
、
小
林
大
峰
、

松
田
采
菜
、
富
田
谷
桃
子
、
矢
森
一
博
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寺
龍
蔵
院
を
昭
和
二
八
年
に
復
興
し
た
。
以
後
、
龍
蔵
院
住
職
と
し
て
在

任
し
、
第
二
百
七
世
華
厳
宗
管
長
・
東
大
寺
別
当
を
勤
め
、
東
大
寺
二
月

堂
で
行
わ
れ
る
修
二
会
悔
過
法
要
の
声
明
の
名
手
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
聖
準
師
の
後
嗣
は
、
現
・
東
大
寺
長
老
橋
本
聖
圓
師
で
あ
る
。

な
お
、
聖
準
師
の
甥
は
高
田
好
胤
師
（
一
九
二
五
～
一
九
九
八
）
で
あ

る
。
好
胤
師
は
昭
和
初
期
に
薬
師
寺
管
主
橋
本
凝
胤
師
の
徒
弟
と
な
り（
２
）、

法
相
宗
の
僧
侶
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
法
相
宗
管
長
・
薬
師
寺
管
主
を
勤

め
、
お
写
経
勧
進
に
よ
る
薬
師
寺
白
鳳
伽
藍
復
興
で
堂
塔
を
再
建
し
、
多

く
の
政
治
、
財
界
、
文
化
人
と
も
交
流
し
た
。

こ
の
度
、
龍
蔵
院
の
現
住
職
で
あ
る
橋
本
聖
顕
師
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た

当
文
庫
の
蔵
書
を
國
學
院
大
學
地
方
史
研
究
会
の
会
員
有
志
で
調
査
し
、

【
仏
教
】【
漢
籍
】【
神
道
】【
国
文
】【
国
史
】【
雑
】
の
六
つ
に
区
分
し
て

文
庫
目
録
を
作
成
し
た
。
そ
の
中
で
注
目
で
き
る
典
籍
を
各
分
野
か
ら
一

点
選
び
、
本
稿
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

（
有
働
智
奘
）

【
仏
教
】

仏
教
典
籍
を
大
ま
か
に
分
類
し
た
場
合
、
浄
土
系
、
華
厳
・
唯
識
系
が

多
数
を
占
め
て
い
る
。
天
台
・
真
言
系
、
禅
宗
系
は
僅
か
に
み
ら
れ
る

が
、
法
華
系
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
典
籍
に
は
「
辨
準
」「
辨
詢
」「
辨
才
」
と
い
う
名
前
を
多
く
み
る
の

も
注
目
で
き
る
。
こ
れ
ら
当
文
庫
の
典
籍
に
浄
土
系
を
多
く
み
る
の
は
、

辨
準
師
は
元
来
浄
土
宗
西
山
派
の
布
教
師
で
あ
る
た
め
、
浄
土
宗
の
師
匠

か
ら
教
学
を
継
承
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
辨
準
師
の
師
匠
が
誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
、
つ
ま
り
血
脈

相
承
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
示
す
文
書
類
が
橋
本
家
に
み
ら
れ
な
い
た

め
、
具
体
的
に
古
典
籍
の
所
蔵
者
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
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そ
こ
で
、
こ
れ
を
紐
解
く
た
め
に
注
目
さ
れ
る
の
が
「
尾
張　

辨
詢
」「
西

山　

辨
才
」「
定
空
（
辨
恵
）」
の
記
名
を
も
つ
典
籍
類
で
あ
る
。

辨
準
師
が
入
門
し
、
教
学
を
研
鑽
し
た
時
期
は
幕
末
期
で
あ
る
。
そ
の

頃
の
浄
土
宗
西
山
派
僧
侶
を
探
る
と
、
西
山
派
の
三
壇
林
で
あ
る
紀
州
の

梶
取
総
持
寺
に
住
持
し
て
い
た
辨
才
上
人
（
一
七
七
〇
～
一
八
三
四
）
が

該
当
す
る
。
同
文
庫
所
蔵
の
『
浄
土
宗
西
山
派
作
法
別
傳
』
文
政
二
年
作

（
一
八
二
九
）
に
そ
の
弟
子
「
辨
詢
」
が
「
玅
空
辨
才
」
か
ら
秘
伝
を
受

け
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
師
弟
関
係
が
明
確
に
把
握
で
き
た
。
師
匠
の
典
籍

を
伝
授
す
る
こ
と
は
、
正
統
後
継
者
へ
の
直
伝
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ

り
、
弟
子
の
辨
詢
が
師
匠
辨
才
の
正
統
な
後
嗣
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一

方
で
、
次
の
「
辨
詢
」
と
「
辨
準
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
確
な
史
料
が

み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、「
辨
詢
」
と
「
辨
準
」
が
師
弟
関
係
で
あ
る

か
、
あ
る
い
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
ベ

ン
シ3

ュ
ン
」「
ベ
ン
ジ3

ュ
ン
」
の
読
み
方
に
よ
っ
て
、「
辨
詢
」
と
「
辨
準
」

が
同
一
人
物
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
名
称
は
読
み
が
同
じ

で
も
漢
字
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
、
僧
侶
の
名
称
は
変
更
で
き
る
た
め
、

音
が
同
じ
漢
字
を
変
更
し
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
辨
準
が

生
誕
し
た
の
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
で
あ
る
た
め
、
辨
才
の
没
年
や

辨
詢
が
辨
才
か
ら
秘
伝
法
脈
を
受
け
た
時
期
と
齟
齬
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
辨
準
が
辨
才
を
直
接
の
師
匠
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
く
、
む

し
ろ
「
辨
詢
」
と
「
辨
準
」
と
は
師
弟
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
辨
才
上
人
に
関
し
て
関
本
諦
承
師
が
す
で
に
検
討
さ
れ
て

い
る（
３
）。

辨
才
上
人
は
幕
末
期
に
お
け
る
浄
土
宗
の
高
僧
で
、
著
作
を
多
く

残
し
、「
白
木
の
辨
才
」
と
呼
ば
れ
た
名
僧
で
あ
る
。
彼
は
尾
張
国
で
生

ま
れ
、
京
都
で
修
行
し
た
。
そ
し
て
紀
州
和
歌
山
の
壇
林
で
あ
る
本
山
総

持
寺
貫
主
と
し
て
、
僧
侶
の
教
化
活
動
に
勤
め
た
。
さ
ら
に
優
れ
た
学
識

の
た
め
、
青
蓮
院
宮
、
勧
修
寺
宮
な
ど
の
宮
家
や
一
條
大
政
所
に
ご
進
講

し
、
尾
張
藩
主
に
も
重
用
さ
れ
、
粟
田
宮
よ
り
永
代
紫
衣
着
用
を
許
さ
れ

た
高
僧
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
辨
才
上
人
が
総
持
寺
在
住
中
に
中
立
神
社
と

淡
島
神
社
の
神
主
よ
る
神
葬
祭
問
題
が
起
こ
り
、
寺
社
奉
行
に
抗
議
書
が

提
出
さ
れ
た
が
、
双
方
の
折
衷
案
で
解
決
し
た
と
い
う
。
な
お
、
次
の
著

作
が
残
さ
れ
て
い
る
。

①	

繍
像
西
山
上
人
縁
起

②	

晨
参
の
土
産

③	

三
祖
要
訓

④	

命
の
親

⑤	
法
然
上
人
御
法
語

⑥	
國
師
図
会
伝

⑦	

國
師
図
会
伝
略
解
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⑧	

日
課
要
訓

⑨	
證
定
疏
抜
萃

⑩	
円
頓
百
語

⑪	
七
箇
条
略
註

⑫	

拾
遺
伝

⑬	

授
菩
薩
戒
勧
誘
記

⑭	

道
歌
問
答
西
の
台

⑮	

金
剛
錍
論
私
記

こ
の
中
で
橋
本
家
に
伝
わ
る
辨
才
上

人
典
籍
は
、
版
本
と
し
て
⑧
と
⑮
の

「
会
本
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
辨
才
や
辨
詢
の
記
名
が
あ
る
典
籍
で
注
目
す
べ
き
書
物
に
は
薬
師

寺
僧
基
辨
『
大
乗
一
切
法
相
玄
論
』『
百
法
明
門
論
疏
』
な
ど
の
唯
識
系

典
籍（
４
）や

「
他
見
不
許
」
と
書
い
た
数
点
の
浄
土
系
短
尺
、
及
び
『
浄
土
宗

西
山
派
作
法
別
傳
』
に
み
る
西
山
派
の
密
教
儀
礼
作
法
次
第
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
写
本
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
辨
才
や

辨
詢
な
ど
の
直
筆
本
は
興
味
深
い
。
そ
の
他
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

辨
才
上
人
が
所
持
し
て
い
た
旭
江
の
直
筆
草
稿
本
で
あ
る
『
浄
土
境
観
要

門
闡
幽
記
』
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
『
金
剛
錍
論
』
の
解
釈
書
で
あ
る
⑮

『
金
剛
錍
論
私
記
』（
会
本
）
と
共
に
天
台
教
学
の
典
籍
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
浄
土
境
観
要
門
闡
幽
記
』
に
つ
い
て
は
国
書
総
目
録
や
『
仏
書
解
説
大

事
典
』
に
は
み
ら
れ
な
い
新
出
の
典
籍
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
項
で
は
多
く
の
仏
教
典
籍
の
中
で
『
浄
土
門
境
観
要
門
闡

幽
記
』
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
つ
い
て
解
題
を
進
め
て
い
き
た
い
。

《
解
題
》【
図
１
・
２
】

〔
外
題
〕
浄
土
門
境
観
要
門
闡
幽
記

（『
闡
幽
記
』
と
略
す
）

〔
首
題
〕
浄
土
境
観
要
門
闡
幽
記
巻
上

序

〔
首
題
〕
浄
土
境
観
要
門
闡
幽
記
巻
中

〔
首
題
〕（
巻
中
続
、
二
十
五
丁
）
浄
土
境
観
要
門

闡
幽
記
巻
下

〔
形
態
〕
写
本
・
四
ツ
目
綴
・
袋
綴
・
三
巻
三
冊

〔
年
代
〕
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

〔
備
考
〕
巻
中
、
表
紙
「
西
山
辨
才
」
手
書

『
闡
幽
記
』
は
、
旭
江
直
筆
の
稿
本
で
あ
り
、
中
巻
表
紙
に
は
「
西
山　

辨
才
」
と
所
有
者
名
が
記
さ
れ
、
序
文
と
上
・
中
・
下
巻
の
三
巻
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
序
文
の
巻
頭
に
「
壬
戌
之
春　

先
生
公
令
予
傳
要
門
。
一

【
図
１
】
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年
漸
成
〈
以
下
略
〉」
と
本

書
の
経
緯
を
記
し
、
序
文
末

に
は
「
寛
保
壬
戌
秋
八
月

望　
　

南
海
沙
門
旭
江
千

題
」
と
記
さ
れ
、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
に
南
海
沙
門

旭
江
が
記
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
旭
江
の
経
歴
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
南
海
」
は
紀
州
を
示
す
こ

と
か
ら
、
梶
取
総
持
寺
に
関

係
す
る
僧
侶
と
推
察
で
き

る
。
浄
土
宗
西
山
派
に
伝
わ

る
貴
重
な
教
学
資
料
で
あ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

『
闡
幽
記
』
の
内
容
は
中

国
天
台
宗
の
懐
則
（
虎
渓
沙
門　

興
教
大
師
）『
浄
土
門
境
觀
要
門
』（
十

四
世
紀
初
頭
作
）
を
解
説
し
た
も
の
で
、
鼇
頭
や
余
白
に
解
釈
を
注
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
浄
土
門
境
觀
要
門
』
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
観
法

に
内
観
と
外
観
の
二
つ
の
立
場
が
あ
り
、
前
者
は
万
法
唯
心
・
一
切
唯
識

と
観
じ
、
後
者
は
心
の
外
の
事
物
（
唯
色
、
唯
香
）
と
観
じ
る
、
つ
ま

り
、
心
と
物
を
対
比
さ
せ
て
浄
土
境
を
心
外
に
定
め
、
こ
れ
を
内
心
に
撹

す
一
種
の
観
心
観
仏
の
方
法
を
考
察
し
て
い
る（
５
）。

こ
の
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
所
有
者
の
辨
才
、
及
び
そ
れ
を
引
き
継
い

だ
と
考
え
ら
れ
る
辨
詢
の
所
有
典
籍
に
は
唯
識
系
典
籍
が
多
く
み
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
ら
は
『
闡
幽
記
』
を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
西
山
浄
土
教
学
を
修

学
す
る
基
礎
学
問
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
闡
幽
記
』
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
浄
土
宗
西
山
派
の

教
学
展
開
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
辨
才
は
『
金
剛
錍
論
』
や
『
闡
幽
記
』
な
ど
に
つ
い
て
、
天
台
教
学

と
浄
土
教
を
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
て
解
釈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

（
有
働
智
奘
）

【
漢
籍
】

橋
本
家
文
庫
の
漢
籍
は
、
主
に
経
書
と
漢
詩
に
関
連
す
る
書
籍
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
寺
院
か
ら
譲
り
受
け
た
と
お
ぼ
し
き
古
典
籍
が
多

く
み
ら
れ
る
。

ま
ず
経
書
類
で
あ
る
が
、
橋
本
家
文
庫
内
に
は
『
大
学
章
句
』『
中
庸

【
図
２
】
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章
句
』
を
は
じ
め
、
太
宰
春
台
訓
点
の
『
古
文
孝
経
正
文
』
な
ど
、
複
数

の
経
書
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
林
羅
山
の
『
道
春
点
論

語
』
は
、
蔵
書
印
や
墨
書
か
ら
近
世
中
後
期
の
所
有
者
が
大
和
国
の
真
言

宗
寺
院
、
奥
谷
山
地
福
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
何
ら
か
の
経
路
で
先
述
の
地
福
寺
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
一
方
『
古
文
孝
経
正
文
』
に
は
「
吉
水
善
及
」
の
記
名
が
あ

る
が
、「
吉
水
」
は
浄
土
宗
の
華
頂
山
知
恩
院
の
前
身
と
な
っ
た
宗
祖
法

然
源
空
の
庵
「
吉
水
御
坊
」
に
通
ず
る
こ
と
か
ら
、「
吉
水
善
及
」
は
「
知

恩
院
の
僧
侶
善
及
」
を
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
漢
詩
類
書
籍
で
は
、『
幼
学
詩

韻
』
と
『
詩
語
砕
金
』
に
「
吉
水
善
及
」

の
記
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
記

名
が
あ
る
も
の
と
し
て
、『
広
詩
語
砕

金
』
に
「
西
山
僧
侶
泰
空
寛
全
」
と
い

う
名
が
確
認
で
き
た
。「
吉
水
善
及
」

と
「
西
山
僧
侶
泰
空
寛
全
」
は
、
い
ず

れ
も
そ
の
名
か
ら
浄
土
門
の
僧
侶
で
あ

る
と
わ
か
る
。
同
じ
く
漢
詩
類
の
『
円

機
活
法
』
全
三
九
冊
は
、
全
巻
に
「
法

輪
」
の
黒
丸
印
が
捺
印
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
印
が
二
箇
所
を
除
き
悉
く
黒
墨

で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
点
を
み
る
と
、
こ
れ
も
元
の
所
有
者
は
別
の
寺
院

で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
他
の
寺
院
か
ら
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
漢
籍
の
元
の
所
有
者
と

橋
本
家
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
橋
本
家
文
庫
そ
の
も
の
の
形
成
過

程
を
更
に
深
く
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

《
解
題
》【
図
３
・
４
】

〔
外
題
〕
道
春
点
論
語

〔
訓
点
〕
林
羅
山

〔
年
代
〕
不
明
、「
天
明
六
歳
」
の
書
入
ア
リ

〔
形
態
〕
刊
本
・
四
ツ
目
綴
・
袋
綴
・
十
巻
四
冊

〔
備
考
〕
蔵
書
印
「
地
福
寺
什
物
」（
黒
角
印
）

漢
籍
部
か
ら
は
橋
本
家
文
庫
の
『
道
春
点
論
語
』
を
取
り
上
げ
る
。
ま

ず
始
め
に
『
道
春
点
論
語
』
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

『
道
春
点
論
語
』
は
別
名
を
『
道
春
点
論
語
集
註
』
と
言
う
よ
う
に
、

南
宋
の
朱
熹
の
著
作
『
論
語
集
註
』
を
基
に
し
て
、
林
羅
山
（
道
春
）
が

新
た
に
独
自
の
訓
点
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。『
道
春
点
論
語
』
は
羅
山

の
晩
年
に
あ
た
る
慶
安
年
間
に
出
版
さ
れ（
６
）、

木
活
字
版
が
世
に
多
く
流
通

【
図
３
】
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し
た
。
更
に
羅
山
の
著
書
に
は

「
羅
山
点
」
と
「
道
春
点
」
が

存
在
し
、
相
互
に
異
同
が
あ
る

上
、「
道
春
点
」
自
体
も
出
版

さ
れ
た
年
代
に
よ
っ
て
内
容
に

若
干
の
差
異
が
あ
る
と
い
う（
７
）。

右
の
通
り
羅
山
の
手
に
成
る
『
論
語
』
は
多
様
で
あ
る
が
、
橋
本
家
本
『
道

春
点
論
語
』
は
木
活
字
版
で
は
な
い
。
ま
た
橋
本
家
文
庫
に
は
、
こ
の
他

に
『
道
春
点
論
語
』
と
同
装
丁
の
『
道
春
点
孟
子
』
に
加
え
、
そ
れ
ら
と

は
異
な
る
種
類
の
『
大
学
章
句
』『
中
庸
章
句
』
が
確
認
で
き
る
が
、『
論

語
』
と
『
孟
子
』
の
双
方
に
「
天
明
六
歳
」
と
書
入
れ
は
あ
る
も
の
の
、

両
者
が
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
以
上
の
確
実
な
情
報
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

橋
本
家
本
『
道
春
点
論
語
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
橋
本
家
以
前
の
所
有

者
の
名
前
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。
一
冊
目
に
捺
印
さ
れ
た

「
地
福
寺
」
の
蔵
書
印
を
は
じ
め
、
四
冊
と
も
「
鹿
畑
邑
地
福
寺
」
と
墨

書
が
あ
り
、
か
つ
て
本
書
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
複
数
の
僧
侶
の

名
も
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。「
鹿
畑
」
は
大
和
国
添
下
郡
の
地
名
で
あ

り
、
現
在
は
奈
良
県
生
駒
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る（
８
）。
近
世
期
は
旗
本
堀
田

氏
の
知
行
地
で
あ
り
、
当
時
村
内
に
存
在
し
た
寺
院
に
は
「
真
言
宗
地
福

寺
」
の
名
前
が
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
、「
地
福
寺
」
と
は
大
和
国
添
下
郡

の
鹿
畑
村
に
所
在
し
た
奥
谷
山
地
福
寺
と
同
一
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な

い
。
奥
谷
山
地
福
寺
は
、
真
言
宗
御
室
派
に
属
す
寺
院
で
、「
奥
谷
山
」

の
山
号
の
通
り
、
鹿
畑
の
小
高
い
山
裾
に
建
っ
て
い
た
と
伝
わ
る（
９
）。
堂
塔

伽
藍
を
備
え
、
本
尊
は
湛
海
和
上
作
の
一
尺
五
寸
の
不
動
明
王
木
坐
像
で

あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
。

地
福
寺
に
は
、
開
山
で
あ
る
洞
水
律
師
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
僧
侶

が
籍
を
置
い
て
い
た
形
跡
が
あ
る
が
、
関
連
資
料
が
現
存
し
な
い
た
め
、

そ
の
全
て
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
（（
（

。
一
方
、
本
書
に
は
、

「
純
円
」
や
「
性
善
」、「
智
道
」
な
ど
、
多
く
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
は
、
僅
か
に
伝
わ
っ
て
い
る
二
世
智
運
純
円
や
性
善
和
尚
、
智
道
善

順
沙
彌
ら
地
福
寺
僧
侶
た
ち
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
か
ら
本

書
が
地
福
寺
の
僧
侶
た
ち
の
元
を
転
々
と
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

地
福
寺
と
橋
本
家
の
関
係
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、

地
福
寺
が
大
正
三
年
に
廃
寺
と
な
る
ま
で
に
は
同
寺
と
橋
本
家
の
間
に
何

ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
漢
籍
類
に
対
し
て
さ
ら
に

詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
地
福
寺
に
お
け
る
経
書
蒐
集
の
み
な
ら

ず
、
地
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
寺
院
と
橋
本
家
の
関
係
を
も
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

【
図
４
】「
鹿
畑
邑
地
福
寺
」
の
墨
書
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（
小
林
大
峰
）

【
神
道
】

《
解
題
》【
図
５
】

〔
外
題
〕
天
神
記
図
会

〔
首
題
〕
天
神
垂
跡
要
記

〔
著
者
〕
蓮
了
大
人

〔
年
代
〕
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
甲
子
夏
六
月
降
証
日

〔
形
態
〕
刊
本
・
四
ツ
目
綴
・
袋
綴
・

十
巻
五
冊
（
一
巻
中
に
二
巻
分
）

〔
備
考
〕
見
返
し
：
皇
都
書
房
星
文
堂
・
皇
都
書
林

石
田
治
兵
衛　

忠
兵
衛

当
文
庫
に
残
る
神
道
系
の
古
典
籍
に
は
、『
菅
原
道
真
公
貫
禄
』
や
『
天

神
御
一
代
記
』『
天
神
垂
迹
要
記
』
な
ど
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
多
く

は
な
い
が
、
神
道
系
に
関
し
て
は
菅
原
道
真
や
天
神
信
仰
に
関
わ
る
文
献

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
本
項
で
は
『
天
神
垂
跡
要
記
』
を

紹
介
し
た
い
。『
天
神
垂
跡
要
記
』
は
著
作
者
が
蓮
了
と
い
う
僧
侶
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
神
道
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
興
味
深
く
一
考
の
価
値
が
あ

る
。『

天
神
垂
跡
要
記
』
は
別
名
「
天
神

記
図
会
」
と
も
い
い
、
全
十
巻
か
ら
な

る
江
戸
末
期
に
書
か
れ
た
天
神
信
仰
に

関
わ
る
版
本
で
あ
る
。
橋
本
氏
の
所
有

し
て
い
た
文
献
は
全
十
巻
五
冊
で
、
二

巻
ず
つ
の
合
本
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い

て
は
翻
刻
が
行
わ
れ
て
お
り
、
研
究
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
真
壁
俊
信
氏
（
（（
（

と
田
坂
順
子
氏
（
（（
（

に
よ
る
翻
刻
の
解
題
だ

が
、
内
容
に
深
く
言
及
し
た
研
究
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

こ
で
巻
ご
と
に
小
見
出
し
を
つ
け
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
巻	

「
菅
原
氏
系
図
」（
神
代
か
ら
垂
仁
天
皇
期
）・「
御
血
脈
大
略

図
」（
系
図
）

二
巻	

道
真
の
伝
記
及
び
逸
話
等
。

三
巻	

道
真
の
伝
記
及
び
逸
話
等
。

四
巻	

道
真
、
筑
紫
国
へ
。
死
す
。

五
巻	

道
真
、
怨
霊
と
な
り
現
る
。
太
閤
秀
吉
の
天
神
信
仰
等
。

【
図
５
】
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六
巻	
天
満
大
自
天
神
と
本
地
仏
十
一
面
観
音
菩
薩
に
ま
つ
わ
る
逸

話
。

七
巻	

「
本
地
霊
験
之
部
上
」（
長
谷
寺
観
音
の
霊
験
に
ま
つ
わ
る
逸

話
）

八
巻	

「
本
地
霊
験
之
部
下
」（
長
谷
寺
観
音
の
霊
験
に
ま
つ
わ
る
逸

話
）

九
巻	

「
垂
跡
霊
験
之
部
上
」（
天
神
信
仰
と
そ
の
逸
話
）

十
巻	

「
垂
跡
霊
験
之
部
下
」（
天
神
信
仰
と
そ
の
逸
話
）

道
真
が
生
き
て
い
た
頃
に
あ
た
る
の
が
、
一
巻
か
ら
四
巻
ま
で
で
あ

り
、
逸
話
に
並
行
し
て
道
真
の
生
涯
や
天
皇
の
御
代
と
そ
の
時
代
に
起
き

た
歴
史
的
事
項
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
五
巻
以
降
に
は
道
真
死
後
の

人
々
の
天
神
信
仰
が
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
七
巻
以
降
は
長
谷
寺
を
中
心

と
し
た
仏
教
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
真
壁
氏
が
本
書

を
「
仏
教
的
色
彩
が
濃
い
」
と
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
全

体
的
に
み
る
と
漢
詩
や
和
歌
な
ど
の
文
化
的
内
容
も
多
く
記
さ
れ
て
お

り
、
本
文
中
に
は
朝
廷
に
て
行
わ
れ
る
祭
事
の
故
実
や
、
名
称
や
語
句
の

説
明
、
神
道
思
想
や
仏
教
の
基
礎
知
識
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
書
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
仏
教
的
色
彩
が
濃
い
こ
と
は
僧
侶
が
記

し
て
い
る
時
点
で
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
む
し
ろ
注
目
す
る
べ
き
は

そ
れ
以
外
の
側
面
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
僧
侶
で
あ
る
著
者
が
仏
教
以
外
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
思
想
を
以
て
本
書
を
書
き
上
げ
た
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
の
凡
例
条
理
に
お
い
て
「
我
朝
の
こ
と
は
、
神
儒

仏
の
三
道
を
以
て
、
推
さ
れ
ば
ま
こ
と
の
道
の
あ
ら
は
れ
さ
る
こ
と
を
し

ら
ず
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
ま
こ
と
の
道
」
と
い
う
語
を

用
い
て
お
り
、
ま
た
、
著
者
は
自
身
の
僧
名
に
「
大う

人し

」
と
い
う
語
を
用

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
ま
こ
と
の
道
」
や
「
大
人
」
と
い
う
記
述
が

あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
本
書
が
基
づ
い
て
い
る
思
想
と
し
て
は
国
学
が

挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
で
、
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
と
し

て
本
書
を
考
え
た
時
、
な
ぜ
橋
本
家
に
菅
原
道
真
・
天
神
信
仰
系
の
資
料

が
多
い
の
か
と
い
う
疑
問
点
が
残
る
。
こ
の
よ
う
な
僧
侶
に
お
け
る
国
学

や
神
道
思
想
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
あ
り
、
今
後
の
展
望

と
課
題
に
な
ろ
う
。

（
富
田
谷
桃
子
）

【
国
文
】

当
文
庫
に
お
い
て
国
文
に
分
類
し
た
蔵
書
群
は
主
に
、
寺
社
の
縁
起
や

人
物
の
伝
説
を
述
べ
た
説
話
類
の
典
籍
や
、
和
歌
や
俳
句
に
関
連
し
た
典
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籍
が
多
く
み
ら
れ
た
。
和
歌
に
関
す
る
典
籍
で
は
、『
改
正
百
人
一
首
』

や
『
古
今
和
歌
集
』『
和
歌
麓
之
塵
』
な
ど
の
刊
本
が
あ
っ
た
が
、『
改
正

百
人
一
首
』
は
往
来
物
で
あ
る
。
ま
た
、『
和
歌
麓
之
塵
』
は
有
賀
長
伯
（
（（
（

（
一
六
六
一
〜
一
七
三
七
）
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。
有
賀
の
文
献
は
死

後
、
明
治
期
に
入
っ
て
も
増
刷
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
和
歌
創
作
に
お
い

て
必
携
で
あ
っ
た
。
蔵
書
の
『
和
歌
麓
之
塵
』
に
は
表
紙
に
「
橋
本
梧
竹

蔵
」
と
持
ち
主
の
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、
梧
竹
個
人
の
所
有
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

尚
、
こ
れ
ら
蔵
書
の
中
に
は
、
当
文
庫
に
収
め
ら
れ
る
以
前
の
持
ち
主

の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
典
籍
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
た
。
前
述
し
た
『
改

正
百
人
一
首
』
に
は
見
返
し
に
手
書
き
で
「
第
四
區
尾
張
國
葉
栗
郡
村
久

野
村
青
山
兵
十
郎
」
と
あ
り
、『
安
部
仲
磨
生
死
流
轉
』
に
は
裏
見
返
し

に
「
山
城
国
相
楽
郡
綺
田
村
松
井
庄
三
郎
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
、
解
読
不
明
で
あ
っ
た
が
当
文
庫
以
外
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
典

籍
が
確
認
で
き
た
。
複
数
の
持
ち
主
の
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

文
庫
の
成
立
過
程
及
び
、
橋
本
家
を
取
り
囲
む
典
籍
群
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
知
る
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

《
解
題
》【
図
６
】

〔
外
題
〕
俳
諧
句
格

〔
形
態
〕
写
本
・
四
ツ
目
綴
・
袋
綴
・
一
冊

〔
年
代
〕
不
明

〔
備
考
〕
催　

発
啓
社

京
都　

白
雀
園
正

宗
匠　

評
並
撰

大
阪　

馬
田
江
公
年
宗
匠　

評
並
撰

次
に
、
当
文
庫
よ
り
『
俳
諧
句
格
』
を
紹
介
す
る
。
本
書
は
句
集
で
あ

り
、
句
会
が
行
わ
れ
た
期
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
評
者
は
「
京
都

白
萑
園
正

宗
」、「
大
阪
馬
田
江
公
年
」
（
（（
（

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
明
治
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
、

「
輯
句
八
十
辮
一
辮
毎
ニ
評
點
并
ニ
勝
劣
點
ヲ
乞
フ
尚
余
白
ニ
八
十
辮
之

内
三
十
一
章
例
之
通
リ
御
抜
撰
ヲ
希
フ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
は
朱
墨
で
合

点
が
さ
れ
て
お
り
、
二
、
三
行

ほ
ど
の
評
価
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
評
価

が
な
さ
れ
た
の
か
、
当
時
の
添

削
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
題
は

「
春
期
之
部　

馬
丑
鹿
猿
狐
」

【
図
６
】
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
牛
や
鹿
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
均
等
に
選
ば
れ
て
い
る
。
村
に
猿
回
し
が
来
た

こ
と
な
ど
の
句
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
各
動
物
た
ち
が
人
々
に

ど
の
よ
う
な
印
象
を
も
た
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
共
に
し

て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。
さ
ら
に
今
回
、
紙
幅
の
都

合
上
詳
細
な
紹
介
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、『
千
草
会
月
並
俳
句
集
』
や

『
ほ
と
と
き
す
の
巻
』
と
い
う
句
集
も
み
ら
れ
た
。
管
見
限
り
で
は
、『
俳

諧
句
格
』
と
『
ほ
と
と
き
す
の
巻
』
に
は
、「
柳
泉
」
と
い
う
人
物
の
句

が
前
者
に
九
句
、
後
者
に
二
句
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
当
文
庫
の
蔵
書
で

あ
る
『
平
城
吟
社
存
稿
』
に
は
、「
柳
泉
橋
本
辨
準
奈
良
人
」
と
い
う
記

載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
俳
諧
句
格
』
や
『
ほ
と
と
き
す
の
巻
』
に
み
ら

れ
る
「
柳
泉
」
と
い
う
人
物
は
橋
本
辨
準
師
の
雅
号
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
れ
ら
の
書
籍
の
存
在
は
、
所
有
者
が
俳
諧
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

明
治
期
の
始
め
、
俳
句
は
、
江
戸
か
ら
続
く
月
並
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
り

広
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
十
五
年
か
ら
正
岡
子
規
に
よ
っ
て
旧
派

俳
諧
の
革
新
が
行
わ
れ
大
き
く
展
開
し
て
い
く
。
村
山
古
郷
は
「
明
治
初

期
の
俳
句
界
は
、
俳
句
史
の
上
で
は
全
く
無
視
さ
れ
、
黙
殺
さ
れ
た
観
が

あ
る
が
そ
の
価
値
観
と
は
別
に
、
全
国
津
々
浦
々
辺
陬
の
寒
村
に
も
、
俳

諧
宗
匠
は
お
り
、
俳
諧
の
運
座
や
点
取
が
行
わ
れ
て
い
た
」
（
（（
（

と
述
べ
て
お

り
、
新
派
俳
諧
の
母
体
で
あ
り
背
景
と
な
っ
た
旧
派
俳
諧
を
再
確
認
し
て

い
く
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
い
く
際
、

特
に
「
俳
諧
句
格
」
の
よ
う
な
文
献
は
、
他
の
文
献
と
も
比
較
し
て
い
く

こ
と
で
明
治
期
に
お
け
る
民
衆
の
俳
諧
活
動
の
様
子
が
窺
え
る
資
料
と
な

る
だ
ろ
う
（
（（
（

。

（
松
田
采
菜
）

【
国
史
】

《
解
題
》【
図
７
】

〔
外
題
〕
切
支
丹
実
録

〔
形
態
〕
写
本
・
四
ツ
目
綴
・
袋
綴
・
八
巻
一
冊

〔
年
代
〕
不
明

次
に
、『
切
支
丹
実
録
』
を
紹
介
す
る
。
龍
蔵
院
文
庫
は
仏
教
典
籍
が

大
部
分
を
占
め
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
も
の
は
こ
の
一
冊
の
み
で

あ
る
。「
実
録
」
は
小
説
に
分
類
さ
れ
る
が
、
近
世
に
お
い
て
は
事
実
と

認
識
し
て
い
た
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で
あ
る
（
（（
（

。
な
お
、
菊
池
庸
介

氏
は
、「
実
録
」
を
「
実
在
の
事
件
や
人
物
に
つ
い
て
、
事
実
で
あ
る
こ

と
を
標
榜
し
つ
つ
小
説
的
に
書
き
、
主
に
写
本
で
流
通
し
成
長
す
る
読
み
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物
」
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
本
書
は
文
学
作
品
で
は

あ
る
も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
が
必
要
に
な
っ
た
明
治
初
期
に
お
い

て
、
東
大
寺
高
僧
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
知
識
形
成
を
考
え
る
上
で
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

以
下
内
容
を
紹
介
す
る
。
本
書
は
写
本
で
あ
り
、
紙
質
の
状
態
か
ら
察

す
る
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
写
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
作
者
・
成

立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
は

文
中
よ
り
検
討
を
加
え
た
い
。

本
書
は
八
巻
が
一
冊
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
は
じ
め
に
キ
リ
ス
ト
教
を

「
南
蛮
国
よ
り
渡
る
所
の
邪
法
」
と
定
義
し
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
（
本
書

で
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
文
十
八
年

（
一
五
四
九
）
の
間
違
い
で
あ
る
）
か
ら
織
田
信
長
の
庇
護
に
よ
る
南
蛮

寺
の
建
立
や
、
豊
臣
秀
吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
排
斥

の
始
ま
り
を
経
て
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
島
原
の
乱
鎮
圧
ま
で

を
描
く
。
本
書
と
同
様
の
内
容
を
も
つ
書
籍
と
し
て
は
寛
永
十
六
年
（
一

六
三
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
吉
利
支
丹
物
語
』
や
『
切
支
丹
来
朝
実
記
』

が
知
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。

本
項
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
巻
八
の
み
を
紹
介
す
る
。
目
次
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

市
橋
島
田
妙
術
之
事

附
り
秀
吉
公
御
立
腹
之
事

天
帝
教
御
吟
味
之
事

後
宗
門
蜂
起
之
事

市
橋
庄
助
と
島
田
清
安
と
い
う
二
人
の
医
師
が
秀
吉
に
召
出
さ
れ
、
手

品
を
見
せ
る
な
ど
し
て
秀
吉
の
要
望
に
応
え
て
い
く
。
最
後
に
幽
霊
が
見

た
い
と
の
命
を
受
け
、
二
人
は

呪
文
を
唱
え
る
が
、
現
れ
た
幽

霊
は
秀
吉
が
木
下
藤
吉
郎
と
名

乗
っ
て
い
た
こ
ろ
に
寵
愛
し
て

い
た
女
性
で
あ
っ
た
。
二
人
は

褒
美
を
与
え
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
秀
吉
は
二
人
が
キ
リ

シ
タ
ン
の
「
徒
類
」
だ
と
激
怒

し
、
磔
に
処
し
た
。
そ
の
後
の

岡
本
大
八
事
件
な
ど
、
一
連
の

キ
リ
ス
ト
教
排
斥
の
様
子
を
描

く
。
そ
こ
か
ら
島
原
の
乱
へ
と

続
き
、
乱
終
結
後
の
状
況
を

【
図
７
】
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「
誠
に
太
平
の
御
代
の
し
る
し
ぞ
有
難
き
」
と
徳
川
の
世
の
平
和
を
賞
賛

し
て
締
め
く
く
る
。
し
か
し
、
島
原
の
乱
に
つ
い
て
は
文
量
が
非
常
に
少

な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
「
天
草
の
事
ハ
島
原
軍
記
に
委

し
く
出
ら
れ
こ
こ
に
略
す
」
と
の
記
述
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
島
原
軍
記
』
の
存
在
を
前
提
と
し
、
本
書
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。『
島
原
軍
記
』
と
は
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
か
ら
翌
十
五
年

二
月
末
に
至
る
五
か
月
間
の
、
島
原
の
乱
の
攻
防
の
経
緯
を
詳
細
に
描
い

た
軍
記
で
あ
り
、
刊
年
が
記
さ
れ
た
も
の
で
最
も
古
い
の
は
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
本
書
は
、
慶
安
二
年
以
降
に
『
島
原
記
』
な
ど
の

文
献
を
参
考
に
し
、
そ
れ
を
も
と
に
新
た
な
文
学
作
品
と
し
て
生
み
出
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
国
史
と
と
も
に
文
学
の

性
格
を
も
併
せ
持
っ
た
資
料
と
い
え
よ
う
。

以
上
、『
切
支
丹
実
録
』
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
。
先
述
の
通
り
、

「
実
録
」
は
成
長
を
続
け
る
も
の
と
定
義
が
あ
っ
た
が
、
本
書
も
同
様
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
を
記
し
た

「
実
録
」
は
他
に
も
数
多
く
存
在
す
る
が
、
写
本
と
い
う
性
格
上
、
成
立

年
代
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。「
実
録
」
の
性
格
を
踏
ま
え
、
成
立

年
代
な
ど
を
も
と
に
体
系
化
す
る
こ
と
で
、
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
対

キ
リ
ス
ト
教
認
識
の
変
遷
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（
上
島
亮
平
）

【
雑
】

《
解
題
》【
図
８
】

〔
外
題
〕
十
七
兼
題
略
記 

〔
首
題
〕
酒
井
最
正
著
十
七
兼
題
略
記

〔
著
者
〕
運
善
寺
酒
井
最
正 

〔
年
代
〕
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
三
月

〔
形
態
〕
刊
本
・
四
ツ
目
綴
・
袋
綴
・
一
巻
一
冊

〔
備
考
〕
見
返
し
：
西
京
書
林
西
村
七
兵
衛　

山
内
正
五
郎

本
書
は
、
愛
知
県
運
善
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
酒
井
最
正
が
発
行
し
た

「
十
七
兼
題
」
に
基
づ
き
記
さ
れ
た
教
部
省
教
導
職
向
け
の
解
説
書
で
あ

る
。
酒
井
に
よ
る
別
著
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
質
問
録
』
の
奥
付
に
よ
る

と
（
（（
（

、
酒
井
は
東
本
願
寺
・
真
宗
大
谷
派
の
住
職
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
（（
（

。

教
導
職
と
は
教
部
省
が
任
命
す
る
説
教
師
で
あ
り
、
主
に
国
教
と
し
て
の

神
道
と
近
代
的
価
値
の
啓
蒙
を
任
務
と
し
た
（
（（
（

。
教
部
省
が
設
立
さ
れ
る

と
、
全
国
の
神
社
、
仏
教
寺
院
は
教
部
省
管
轄
と
な
り
、
教
導
職
に
は
僧

侶
も
含
ま
れ
た
（
（（
（

。
本
書
は
、
当
時
多
く
発
行
さ
れ
た
教
憲
と
兼
題
に
関
す
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る
教
書
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
（
（（
（

。
本
書
は
一
巻
一
冊
で
あ

り
、「
皇
国
国
体
」「
道
不
可
変
」

「
制
可
随
時
」「
皇
政
一
新
」「
人

異
禽
獣
」「
不
可
不
学
」「
不
可
不

教
」「
国
法
民
法
」「
律
法
沿
革
」

「
租
税
賦
役
」「
富
国
強
兵
」「
産

物
製
物
」「
文
明
開
化
」「
政
体
各

種
」「
役
心
役
形
」「
権
利
義
務
」

「
万
国
交
際
」
の
順
に
啓
蒙
的
項

目
を
十
七
挙
げ
、
内
容
を
解
説
す

る
。
な
お
、
題
字
が
全
て
四
字
に

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
以
下
、
内
容
を

Ａ
Ｂ
Ｃ
と
分
け
紹
介
す
る
。

Ａ
「
皇
国
国
体
」「
道
不
可
変
」 

国
民
教
化
の
理
念
と
し
て
の
項
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
皇
国
国
体
」
の
項

で
は
、「
教
導
職
タ
ル
モ
ノ
ヨ
ク
コ
ノ
兼
題
ヲ
会
得
シ
テ
億
兆
ノ
民
ヲ
教

諭
シ
」
と
、
本
書
が
教
導
職
向
け
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
る
。
皇
国
国
体
、
神
州
な
ど
の
用
語
や
延
喜
式
の
概
要
、
皇
統
一
系
な

ど
の
語
が
並
び
、
酒
井
は
仏
教
徒
で
あ
り
な
が
ら
も
極
め
て
神
道
に
寄
り

添
っ
た
性
格
の
文
章
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、「
道
不
可

変
」
で
は
神
仏
儒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
挙
げ
つ
つ
、
神
仏
儒
以
外
の
当
時

勃
興
し
た
新
興
宗
教
へ
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
「
道
」

と
し
、
そ
の
重
要
性
を
説
く
。
後
述
す
る
が
、
教
部
省
設
立
の
背
景
に

は
、
仏
教
界
を
神
道
に
取
り
込
み
た
い
政
府
に
よ
る
意
向
が
あ
り
、
本
書

が
こ
れ
を
受
け
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
項
で
あ
る
。

Ｂ
「
制
可
随
時
」「
皇
政
一
新
」「
人
異
禽
獣
」「
不
可
不
学
」「
不
可
不
教
」

「
国
法
民
法
」「
律
法
沿
革
」「
租
税
賦
役
」

具
体
的
に
近
代
的
価
値
の
啓
蒙
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
項
で
あ
る
。

近
代
国
家
と
し
て
の
法
制
度
の
あ
り
様
を
記
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

法
が
柔
軟
に
変
更
さ
れ
得
る
近
代
国
家
と
い
う
概
念
の
解
説
や
、
近
代
国

家
と
し
て
の
体
制
を
学
問
の
種
類
や
内
容
、
学
制
と
教
育
の
重
要
性
、
権

利
と
義
務
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
で
解
説
し
て
い
る
。

Ｃ
「
富
国
強
兵
」「
産
物
製
物
」「
文
明
開
化
」「
政
体
各
種
」「
役
心
役
形
」

「
権
利
義
務
」「
万
国
交
際
」

国
家
的
団
結
や
文
明
と
開
化
の
意
味
を
解
説
す
る
項
で
あ
る
。
世
界
の

政
治
体
制
を
「
君
制
」「
民
制
」
と
分
類
し
、
日
本
と
比
較
す
る
。
孟
子

【
図
８
】
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を
引
用
し
、
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
重
要
性
、
上
下
貴
賎
な

く
権
利
と
義
務
を
有
す
る
こ
と
。
上
意
下
達
の
遵
守
な
ど
、
国
際
化
へ
の

対
応
な
ど
の
解
説
が
こ
れ
ら
の
項
の
特
徴
と
い
え
る
。「
万
国
交
際
」
で

は
貿
易
の
重
要
性
を
説
き
、
開
国
へ
の
抵
抗
感
を
意
識
し
て
書
い
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
飢
饉
へ
の
対
応
な
ど
、
庶
民
へ
の
わ
か
り
易
さ
を
重
視

し
て
書
い
て
い
る
。

以
上
、
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
は
、
仏

教
が
神
仏
判
然
令
か
ら
発
展
し
た
廃
仏
毀
釈
運
動
の
迫
害
を
受
け
る
立
場

に
あ
っ
た
。
明
治
初
期
、
天
皇
の
政
治
的
位
置
付
け
の
必
要
性
か
ら
、
薩

摩
閥
を
は
じ
め
と
し
た
政
府
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
共
和
制
に
強
い
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
理
解
し
て
い
た
。
彼
ら
が
当
時
の
状
況
に
対
し
神
道
勢
力
の

み
で
の
対
応
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
た
め
、
儒
仏
の
取
り
込
み
へ
と
動
く

こ
と
に
な
る
（
（（
（

。
一
神
教
的
性
質
に
似
た
一
向
性
を
持
つ
真
宗
勢
力
の
中
心

で
あ
り
、
ま
た
佐
幕
派
で
あ
っ
た
東
本
願
寺
大
谷
派
は
、
こ
れ
ら
を
要
因

と
し
た
圧
力
へ
の
危
機
感
か
ら
勤
皇
姿
勢
を
極
め
て
鮮
明
に
し
て
い
た
（
（（
（

。

こ
れ
が
同
じ
大
谷
派
住
職
で
あ
っ
た
酒
井
に
本
書
を
書
か
せ
た
強
い
動
機

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
刊
行
が
な
さ
れ
た
、
明
治
五
〜
七
年
は

島
地
黙
雷
を
中
心
と
し
て
真
宗
側
か
ら
の
大
教
院
離
脱
運
動
が
盛
ん
で
あ

り
、
そ
の
中
で
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
酒
井
が
真
宗
内
部
に
お
け
る
思
想

の
方
向
性
を
提
示
す
る
一
つ
の
資
料
と
な
ろ
う
。

（
矢
森
一
博
）

追
記

当
文
庫
目
録
は
『
寺
院
史
研
究
』
十
五
号
（
平
成
二
十
八
年
刊
行
予
定
）

に
掲
載
す
る
。

な
お
、
本
文
庫
調
査
に
あ
た
り
、
蓑
輪
顕
量
先
生
、
吉
田
叡
禮
先
生
、

根
岸
茂
夫
先
生
、
城
㟢
陽
子
先
生
、
太
田
俊
明
先
生
、
前
島
信
也
先
生
、

及
び
小
林
純
承
先
生
を
は
じ
め
浄
土
宗
西
山
派
本
山
総
持
寺
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
多
大
な
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
三
田
春
日
神
社
様
に
は

調
査
場
所
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
関
係
各
位
に
謝
辞
を
申
し
上
げ
る
。

注１	

橋
本
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る
辨
準
師
の
僧
籍
書
類
を
参
照
。（
度
牒
、
辞
令
状
な

ど
）

２	

故
薬
師
寺
長
老
橋
本
凝
胤
師
は
奈
良
県
平
群
郡
出
身
で
法
隆
寺
管
主
佐
伯
定
胤
師

の
徒
弟
と
し
て
東
凝
胤
と
名
乗
り
、
大
正
時
代
に
薬
師
寺
管
主
橋
本
隆
遍
師
に
養

子
と
な
っ
て
橋
本
姓
を
名
乗
っ
た
。
ち
な
み
に
橋
本
隆
遍
師
と
東
大
寺
の
橋
本
家

は
血
縁
関
係
で
は
な
い
。（
山
田
法
胤
・
青
山
茂
編
『
大
基
芳
影
』
薬
師
寺
、
一
九

八
四
年
）

３	

関
本
諦
承
『
関
本
諦
承
全
集
』
第
二
巻
〈
講
説
・
史
伝
篇
〉（
同
朋
舎
、
一
九
七
九
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年
）

４	
江
戸
期
に
お
け
る
唯
識
学
者
で
薬
師
寺
僧
基
辨
が
お
り
（
高
次
喜
勝
「
薬
師
寺
大

同
坊
基
辨
の
基
礎
的
考
察
」『
南
都
仏
教
』
東
大
寺
図
書
館
、
二
〇
一
三
年
参
照
）、

基
辨
の
著
作
を
十
点
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、『
闡
幽
記
』
を
学
ぶ
上
で

唯
識
教
学
の
理
解
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
明
で
き
る
。

５	

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
参
照
。
な
お
、『
浄
土
門
境
觀
要
門
』
関
係
に
つ
い
て
の
詳

細
な
研
究
は
管
見
で
み
ら
れ
な
い
。
筆
者
は
浄
土
思
想
と
唯
識
思
想
を
融
合
し
た

思
想
体
系
と
推
察
し
、
浄
土
思
想
に
お
け
る
唯
識
の
展
開
を
見
る
上
で
重
要
な
教

学
体
系
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
今
後
の
成
果
を
俟
ち
た
い
。

６	

村
上
雅
孝
「
松
永
昌
易
の
「
首
書
五
経
集
註
」
に
お
け
る
訓
点
に
つ
い
て
」（『
ア

ル
テ
ス
リ
ベ
ラ
レ
ス
』
二
十
八
号
、
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
、
一
九
八
一
年
）

７	

村
上
氏
前
掲
稿
、
及
び
同
氏
「
林
羅
山
の
「
大
学
諺
解
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
近

世
の
漢
文
訓
読
史
の
立
場
か
ら
―
」（『
歴
史
と
文
化
』
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学

部
、
一
九
八
一
年
） 

８	

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
（
二
十
九
）
奈
良
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

９	

『
生
駒
市
誌　

通
史
・
地
誌
編
』（
生
駒
市
、
一
九
八
五
年
）

10	

広
上
塔
量
『
地
福
寺
開
山
洞
水
律
師
行
業
記
』（
大
慈
林
サ
ン
ガ
、
一
九
八
二
年
）

11	

真
壁
俊
信
「『
天
神
垂
跡
要
記
』
に
つ
い
て
（
上
）」（『
神
道
古
典
研
究
所
紀
要　

第
一
号
』
神
道
古
典
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）「『
天
神
垂
跡
要
記
』
に
つ
い
て

（
下
）」（『
神
道
古
典
研
究
所
紀
要　

第
二
号
』
神
道
古
典
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）

真
壁
氏
は
全
十
巻
を
、
田
坂
氏
は
五
巻
ま
で
を
翻
刻
し
て
い
る
。
尚
、
本
書
の
著

作
者
で
あ
る
「
北
野
祠
僧
蓮
了
」
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

12	

田
坂
順
子
「『
天
神
垂
跡
要
記
』
翻
刻
と
解
題
（
一
）」（『
福
岡
大
学 

総
合
研
究
所
報
』

第
二
三
二
号
〈
人
文
・
社
会
科
学
編
（
第
一
六
一
号
）〉、
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
、

二
〇
〇
〇
年
）

「『
天
神
垂
跡
要
記
』
翻
刻
と
解
題
（
二
）」（『
福
岡
大
学 

総
合
研
究
所
報
』
第
二

四
五
号
〈
人
文
・
社
会
科
学
編
（
第
一
七
二
号
）〉、
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
、
二

〇
〇
一
年
）

「『
天
神
垂
跡
要
記
』
翻
刻
と
解
題
（
三
）〈
巻
四
〉」（『
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
』〈
人

文
科
学
編
（A

 V
ol.1 N

o.7

）〉、
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
、
二
〇
〇
二
年
）

「『
天
神
垂
跡
要
記
』
翻
刻
と
解
題
（
四
）〈
巻
五
〉」（『
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
』〈
人

文
科
学
編
（A

 V
ol.2 N

o.8

）〉、
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
、
二
〇
〇
三
年
）

13	

真
壁
氏
前
掲
注
11
（
上
巻
）

14	

有
賀
長
伯
は
、
近
世
地
下
歌
壇
の
一
流
で
あ
る
貞
徳
系
の
歌
人
の
一
人
で
あ
る
。

二
条
家
歌
風
の
民
間
へ
の
普
及
に
努
め
、
歌
文
集
や
多
く
の
啓
蒙
書
も
出
し
た
。

啓
蒙
書
の
七
冊
は
「
有
賀
家
七
部
書
」
と
い
い
、
今
回
の
蔵
書
で
あ
る
『
和
歌
麓

之
塵
』
が
こ
れ
の
一
つ
に
あ
た
る
。（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』

第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
初
版
、
上
野
洋
三
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎

構
築
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

15	

公
年
（
一
八
五
二 

― 

一
九
一
五
） 

は
本
名
を
山
田
重
五
郎
と
い
い
、
大
坂
の
中
之

島
で
生
ま
れ
た
歌
人
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
父
に
俳
諧
を
、
後
藤
松
陰
に
漢
籍

を
学
ん
だ
。
馬
田
江
七
世
を
継
承
し
、『
玉
兎
』
な
ど
を
編
纂
し
た
。（
大
塚
毅
編

『
明
治
大
正
俳
句
史
大
事
典
』
上
下
、
世
界
文
庫
、
一
九
七
一
年
）

16	

村
山
古
郷
『
明
治
大
正
俳
句
史
話
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）

17	

【
国
文
】
の
記
述
に
あ
た
り
、
村
山
古
郷
『
明
治
の
俳
句
と
俳
人
た
ち
』（
河
出
書

房
新
社
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
。

18	

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
三
〜
八
五
年
）

19	

菊
池
庸
介
氏
『
近
世
実
録
の
研
究
―
成
長
と
展
開
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

に
拠
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
、
九
〇
冊
以
上
の
文
献
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
異
同
、
系
統
の
分
析
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

20	

酒
井
最
正
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
質
問
録
』（
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一

八
七
六
年
）　 （ http://kindai.ndl.go.jp/ 

）　

21	
前
述
の
奥
付
に
よ
る
と
「
尾
張
国
第
四
大
区
十
一
小
区
葉
栗
郡
大
日
比
村
四
番
地
」
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に
所
在
し
た
運
善
寺
住
職
で
あ
っ
た
。

22	

林
田
康
順
「
明
治
前
期
に
お
け
る
「
信
教
の
自
由
」
の
獲
得
と
受
容 

―
浄
土
宗
政

を
中
心
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
十
三
巻 

第
一
号
、
一
九
九
四
年
）

23	

岡
田

司
編
『
日
本
神
道
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）

24	

高
橋
陽
一
「
大
教
院
の
教
化
基
準
―
教
典
訓
法
章
程
と
教
書
編
輯
条
例
を
中
心
に

―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
号
、
一
九
九
一
年
）

25	

阪
本
是
丸
「
明
治
初
期
に
お
け
る
政
教
問
題
」（『
宗
教
研
究
』
五
十
七
号
、
一
九

八
三
年
）

26	

奈
良
本
辰
也
・
百
瀬
明
治
『
明
治
維
新
の
東
本
願
寺
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八

七
年
）


